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ドル・円（１） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪ＦＯＭＣ議事録

を受けて、一部で早期のテーパリン

グ観測が浮上したものの、パウエル

ＦＲＢ議長は、これまでに量的緩和

の縮小（テーパリング）の「議論を

始めるのは時期尚早」との見解を繰

り返しており、最近の米経済指標は物価指標を除くと予想から下振れしているも

のが多く、米長期金利上昇や、ドル買いにつながりにくくなっている。 

実効レートの乖離もあり、ドル円は下値リスク（円高ドル安）の方が大きいか？

狭いレンジ相場が続いており、放れ待ち≫としたが、ブレイナードＦＲＢ理事が

足元のインフレの上振れが持続する可能性は低いとの見解を示し、米１０年物国

債利回りが一時は節目の１．６％を割り込み、前週末から低下。米金融緩和の長

期化が見込まれたこともあり、円買い・ドル売り優勢で始まった。ユーロなどに

対してドルが下落し、対円でのドル売りに波及した面もあった。前週末に発表さ

れたユーロ圏の 5月の購買担当者景気指数（PMI）の改善が改めて材料視され、

ユーロ圏の景気回復期待からユーロ高・ドル安が進んだ。原油先物の上昇でカナ

ダドルやオーストラリアドルなど資源国通貨もドルに対して買われた。主要通貨

に対するドル売りが、円の対ドル相場に広がった。２５日には、独 Ifo景況感指

数が２年ぶりの高水準となり、欧州景気回復期待からユーロが円など主要通貨に

対して大幅に上昇し、対ドルでの円売りにつながった。 

週末にかけて、パネッタＥＣＢ専務理事は、国債などの資産購入策について「い

まの状況では買い取りペースを落とすことは正当化できない」と指摘。ＥＣＢの

金融緩和の縮小観測が後退し、ユーロ売り・ドル買いに転じた。 

週間新規失業保険申請件数は４０万６０００件と前週から減少し、市場予想

（42万 5000件程度）よりも少なかった。米労働市場の改善が進み、経済の回復

が加速するとの見方から米長期金利が上昇。円売り・ドル買いが優勢となり、一

時１１０円台まで続伸した。 
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ドル・円（２） 

【週末のＮＹ市場】 

週末のドル円は、反落。米連邦準

備理事会（ＦＲＢ）が重視する物価

指標の４月の米個人消費支出（ＰＣ

Ｅ）デフレーターでエネルギー・食

品を除くコア指数は前年同月比３．

１％上昇と、市場予想（２．９％上

昇）を上回った。インフレ圧力の高

まりを示す指標を受け、対主要通貨

でドル買いが先行。一時１１０円２

０銭と１ヶ月半ぶりの円安・ドル高

水準を付けた。 

市場予想を上回る米物価指標を

受けて円売り・ドル買いが先行した

が、米長期金利の低下を受けて次第

に円買いが勢いを増した。連休前の月末とあって、持ち高調整目的の円買いもみ

られた。新型コロナウイルスの感染拡大で昨年春に物価が落ち込んだ影響で、４

月分の前年同月比の数値は高く出やすかった。インフレ圧力が高まった状態は長

くは続かないとの見方も一因。 

ＣＦＴＣ建玉明細（5/25現在）は、５０,１５６枚の売り越し。前週（５０,

９４８枚の売り越し）から縮小。 

 

ＮＹダウは３日続伸し、前日比６４ドル８１セント高の３万４５２９ドル４５

セントで終えた。 

市場予想を上回る四半期決算を発表した顧客情報管理のセールスフォース・ド

ットコムが大幅高となり、ダウ平均をけん引した。株価は５％上昇し、１銘柄で

ダウ平均を約８０ドル押し上げた。もっとも、ダウ平均は過去最高値圏にあり、

メモリアルデー３連休を前に短期的な利益確定売りも出て上値は重かった。 

ナスダック総合株価指数は反発し、前日比１２．４６３ポイント高の１万３７

４８．７３９で終えた。 
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ドル・円（３） 

【今週見通し・戦略】 

４月の米消費者物価指数

や１３日の米生産者物価指

数の上振れを受けて、イン

フレ懸念から早期の量的緩

和縮小（テーパリング）観

測などが台頭したものの、

米長期金利は落ち着きを見

せている。 

クオールズＦＲＢ副議長が２６日、国債など資産購入の縮小（テーパリング）

を巡り「労働市場の改善が望んでいたよりも遅い」と議論開始に慎重な見方を示

した事や、ＦＲＢ高官から「インフレ圧力の高まりは一時的」などと金融緩和縮

小に慎重な発言が相次いでいることから、米長期金利の上値は抑えられている。 

ただ、マーケットは、早ければ年明けにもテーパリング開始、その前のＦＯＭ

Ｃや、８月のジャクソンホールなどで、出口戦略へ向けての地ならしと言うのが

市場コンセンサスになりつつある状況だ。 

そうした中、注目なのが４日の雇用統計。前回は非農業部門雇用者数（ＮＦＰ）

が、事前予想の１００万増に対して、わずか２６．６万人増に留まり、３月分の

数字も速報時の９１．６万人増から７７．０万人増に大きく下方修正されドル売

り要因となった。 

今回の予想値は、ＮＦＰは６６．３万人増、失業率は５．９％への低下が期待

されている。雇用回復傾向自体は継続という見方が広がっている。 

一方、自動車部門は、世界的な半導体不足による減産状況は依然厳しいとみら

れ、産業機械など周辺産業への影響が大きく、予想を下回る可能性もある。 

１日に発表されるＩＳＭ製造業景気指数、３日に発表されるＡＤＰ雇用者数、

ＩＳＭ非製造業景気指数など、先行関連指標の結果も合わせて、上下どちらにも

触れる可能性がある。 

週末は１１０円に乗せたものの、長い上ヒゲ形成。今のところ、３月高値を一

気に抜けるほどの勢いはない。バーナンキショック時も、実際のテーパリングが

開始された以降は金利低下、ドル円の上値も重かった。 
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金標準先物（5/28 清算値：６，５５５円）（１） 

【前週レビュー】 

先週レポートで≪ＣＦＴＣ建玉明

細での大口投機玉も、年初に大きく

膨れ上がっていた買い越しの整理が

進み、新たに買いを積み増しやすい

内部要因となっている。短期的な買

われ過ぎ感に対する調整をこなしな

がら、中長期上昇トレンドが継続。

オシレーター系指標は、短期的な買

われ過ぎ感を示しており、テクニカル的な調整局面も想定されるものの、４月安

値を起点とした上昇トレンドとも重なる価格帯別出来高の厚い心理的節目１８

００ドル水準を割り込まない限りは、押し目買い基調は継続。 

～中略）。今回はＲＳＩは７０を超えているが、ＡＤＸも３０を超えており、

トレンドの勢いは強い。２０２０年８月高値～２０２１年３月安値までの下げ幅

に対する半値戻し（１８９４．４ドル）で上値が抑えられているものの、深押し

なく６１．８％戻し（１９４６ドル）を試す可能性もあろう≫としたが、先週の

ＮＹ金（８月限）は５月のコンファレンスボード米消費者信頼感指数や、４月の

米新築住宅販売件数など、複数の米経済指標が事前予想を下回る弱気の数字とな

り、米国債の利回りが一段と低下、ドル安警戒を受けて急速に地合いを引き締め、

約４カ月半ぶりのユーロ高ドル安となると一段高となった。 

クオールズＦＲＢ副議長が２６日、国債など資産購入の縮小（テーパリング）

を巡り「労働市場の改善が望んでいたよりも遅い」と議論開始に慎重な見方を示

した事で、金融緩和が長引くとの見方から押し目買いが入った。ＦＲＢ高官から

「インフレ圧力の高まりは一時的」などと金融緩和縮小に慎重な発言が相次ぎ、

金利の上値が抑えられていることや、ビットコインなど暗号資産が急落し、運用

資金が仮想通貨から金に戻っていることなどが材料視された。 

その後、欧州中央銀行（ＥＣＢ）のパネッタ専務理事が資産買い入れペースを

落とすべきではないとの考えを示したことや、ドイツ国債の利回り低下を受けて

ユーロ安に振れた事で上げ一服。 
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金標準先物（5/28 清算値：６，５５５円）（２） 

【週末のＮＹ市場】 

週末のＮＹ金（８月限）は、反発

した。４月の個人消費支出（ＰＣＥ）

デフレーターは、前年同月比３．１％

上昇と大幅な伸びを記録した。前年

同月比で市場予想を上回って上昇し

た。インフレ関連指標が強い内容と

なり、時間外取引の安値を割り込み、

１８８４．３ドルまで下落した。た

だ、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）は

これまでインフレは一時的との見方

を示しており、ドル高が一服すると、

金は急速に地合いを引き締めた。時

間外取引の高値を突破し、１９０７．

９ドルまで上昇した。 

ＣＦＴＣ建玉明細（5/25現在）は、２１４,６４２枚の買い越し。前週（１９

８,８８９枚の買い越し）から拡大。 

 

【今週見通し・戦略】 

ＦＲＢ高官から「インフレ圧力の高まりは一時的」などと金融緩和縮小に慎重

な発言が相次いでいることから、米長期金利の上値は抑えられている。ただし、

欧米ではワクチン接種が進み、徐々に出口戦略が意識されてくる流れとなってい

る。早ければ年明けにもテーパリング開始、その前のＦＯＭＣや、８月のジャク

ソンホールなどで、出口戦略へ向けての地ならしと言うのが市場コンセンサスに

なりつつある状況だ。今後のシナリオを占う上で、市場参加者が意識しているの

が「バーナンキショック」以降の値動き。実際のテーパリングが始まると、「知

ったら終い」となるパターンが確認される。バーナンキショック時の値動きを、

一つの参考として、現在はどの位置にいるか？想定外になるケースなら要因は何

か？などを基に戦略・戦術を練りたい。 

 ＮＹ金は２００日移動平均瀬に続き、心理的節目１９００ドルを超えてきた。

オシレーター系指標は、短期的な買われ過ぎ感を示唆しているものの、ＡＤＸは

高水準でトレンドの勢いは強い。値幅調整ではなく日柄調整の可能性も。雇用統

計などを受けた金利動向や、暗号資産の動きが引き続き焦点。 
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白金先物（5/28 清算値：４,２２０円） 

【前週レビュー】 

先週レポートで≪２０２１年の需給予

想は、ＷＰＩＣが供給不足、ＪＭが供給超

過と分れたが、いずれも２０２０年と比べ

て需給タイト感は後退している。 

金との鞘は、ボリンジャー％Ｂのクロス

を伴い下放れしており、-σ突破では、逆

張りではなく、順張りで「金買い・白金売

り」ポジション継続の格好。バンドウォークが継続する間は、流れに逆らわない

≫としたが、先週のＮＹ白金（７月限）は、ドル安、米金利の低下から金が地合

いを引き締めたことを好感し、１２１７．６ドルまで上昇した。ただし、戻りは

売られ、終値で１２００ドルは維持できず。米国債の利回りが上昇し、ドル高に

振れたことが圧迫要因になった。 

 

【週末のＮＹ市場】 

週末のＮＹ白金（７月限）は、反発。インフレ関連指標が強い内容となったこ

とや金一段安を受けて軟調となり、１１６９．１ドルまで下落後は、インフレは

一過性との見方からドル安に転じると、押し目を買われて安値から戻した。時間

外取引の高値を突破し、１１８７．２ドルまで上昇した。 

ＣＦＴＣ建玉明細（5/25現在）は、２２,９８７枚の買い越し。前週（２５,

８１４枚の買い越し）から縮小。 

 

【今週見通し・戦略】 

ワールド・プラチナ・インベストメント・カウンシル（ＷＰＩＣ）の四半期報

告によると、２０２１年第１四半期は世界経済の回復による需要増加や投資需要

の継続を受けて１トンの供給不足予想も、ＪＭ（ジョンソン・マッセイ）白金族

需給調査報告書では、自動車触媒需要は２７％増加するものの、２０２１年のプ

ラチナ市場は供給過多に戻ると予想。いずれも前年と比べると、需給タイト感は

後退する内容で、現在の１２００ドルを中心とした±１００ドル程度の逆張り相

場が継続しそう。 
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ゴムＲＳＳ３（5/28 清算値：２５１．３円） 

【先週レビュー】  

先週レポートで≪ゴムＲＳＳは、

産地対比の割安感を背景に下値が支

えられている一方、ウィンタリング

明けが近づいており、在庫も増加傾

向で上値も限定的。先限は２５０円

を中心とした保合い形成後、放れ待

ちへ移行か？≫としたが、先週のＲ

ＳＳ３号は、中国国務院が商品価格の「不合理な」上昇を抑制し販売価格への転

嫁を防ぐために、需給両面の管理を強化する方針を示したことから石炭・鉄鉱石

等につれて、上海ゴムも急落した流れは一服。ゴムは名指しされていないことで、

週末にかけて株高・商品高に追随高となった。ドル円が１１０円近辺まで円安が

進行したことも一因。２６１円（5/28高値）まで上値を伸ばした。 

 

【全国生ゴム営業倉庫在庫】 

全国生ゴム営業倉庫在庫は、５月２０日現在１１，９２８トン（前旬比６４５

トン増）。５月中旬の入出庫は入庫１，６６４トン、出庫１，０１９トン。 

 

【今週見通し・戦略】 

中国の証券監督管理委員会（証監会）は２８日、コモディティー価格の変動を

注視しており、先物市場の不正行為を取り締まっていると表明。証監会の報道官

は会見で「証監会は他の政府機関と協力してコモディティー価格の管理を支援す

る」と述べた。中国の規制当局は、コモディティー価格の上昇を受けて、現物・

デリバティブ市場の監視を強化する方針を繰り返し表明。投機や買いだめを取り

締まる意向を示している。中国は、多くの商品の最大需要先で、商品市場に制限

を加えれば、商品価格抑制につながる可能性には注意。 

国内は新規入着・在庫増加により期近は売られた一方、期先は逆鞘・割安を背

景に買われ、当先逆鞘は同鞘化している。産地ではウィンタリング明け近いが、

コロナ拡大による労働者や原料の不足が懸念されている。短期的には、２８日の

上ヒゲ高値（２６１円）を終値ベースで、抜けるか否かが焦点。 
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一般大豆先物（5/28 清算値：50,000 円） 
【先週レビュー】  

先週レポートで≪順調な作付・生育

が調整安の背景だが、記録的な低在庫

率には変わりはなく、最終生産高に大

きな影響を与える８月までは、大きな

突っ込みは買い拾われやすい地合い≫

としたが、先週のシカゴ大豆（７月限）

は、米産地の降雨を受けて作付及び生

育が順調に進展するとの見方が強まっ

たことを嫌気して続落。心理的節目１５ドルを割り込んだものの、週末にかけて

コーンが制限値幅一杯の反発を見せ、大豆も下げ止まり、追随高となった。 

 

週末のシカゴ大豆（５月限）は、反落。米産地で降雨が見込まれるなか、作付

は鈍化する可能性が高いながらも、この雨が大豆の生育にとって恵みの雨になる

との見方が弱材料視された。前日に急伸した後での修正のための転売も入った。 

ＣＦＴＣ建玉明細（5/25現在）は、２２１,０５５枚の買い越し。前週（２２

８,３４１枚の買い越し）から縮小。 

 

【週間純輸出制約高（５月２０日までの一週間）】 

３０万４２００トン（事前予想レンジ：１０万～６５万トン） 

 

【週間作物進度報告（５月２３日までの週）】 

作付け：７５％（前週６１％、前年６３％、平年５４％） 

発 芽：４１％（前週２０％、前年３３％、平年２５％） 

 

【今週の見通し・戦略】 

５月１２日にかけて、記録的な低在庫を背景とした需給逼迫警戒感から一代高

値を連日更新していたが、生育は良好なスタートを切っており、修正入りとなっ

た。ただ、コーンの急反騰もあり、心理的節目１５００セント水準では、一旦買

い戻しが入った。天候リスクが最も警戒されるのは８月であり、根本的な需給に

は危機感が強い。１５０００㌣水準での値固めか？ 
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とうもろこし先物（5/28 清算値：３３,８８０円） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪天候相場の天王山

と呼ばれる独立記念日前後までは６０

０㌣が下値支持として意識されそう≫

としたが、先週のシカゴコーンは、作付

及び生育が進展していると見られてい

るうえ、産地作付が適正とされる５月中

に終了する見通しとなっていることが

弱材料視されて大幅続落。また、大量に見られていた中国向けの大口成約が見ら

れなくなったことで、新穀中心に値を下げる展開となり、６０２．７５セント

（5/26安値）まで下げたが、目先の売り一巡感が強まり、買い戻す動きが広が

った。週間純輸出成約高で旺盛な輸出が報告されたことで、売り方の踏み上げで

値幅制限いっぱいまで上昇。 

 

週末のシカゴコーン（７月限）は、反落。前日にストップ高まで買い進まれた

前日の流れを受けて買われる場面も見られたが、連休を控え転売が膨らみ軟化し

た。米産地での降雨とこれを受けて今後生育が順調に進むとの見方が広がったこ

とも一因。ＣＦＴＣ建玉明細（5/25現在）は、４２８,４２６枚の買い越し。前

週（４５９,４７８枚の買い越し）から縮小。 

 

【週間純輸出制約高（５月２０日までの一週間）】 

６２４万７２００トン（事前予想レンジ：７０万～２４０万トン） 

 

【週間作物進度報告（５月２３日までの週）】 

作付け：９０％（前週８０％、前年８７％、平年８０％） 

発芽率：６１％（前週４１％、前年６１％、平年５４％） 

 

【今週の見通し・戦略】 

三連休明けの６月１日に今年１回目の作柄報告があると思われる。市場の関心

は作柄に移り、これまで以上に産地の天候に敏感になる。次回の需給報告は６月

１０日。天候悪化がなければ上値も限定的だが下値も堅い時間帯。 
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東京原油（１） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪イランのロウハニ

大統領が２０日、「米国はイラン産原油

への制裁解除を受け入れた」と述べたと

ロイター通信が報じた。「欧州の関係者

らは、協議は進展したが課題は残るとの

姿勢を示した」とも伝わったが、協議進展の方が意識された。制裁開始前の生産

量と現状の水準を比較すると、日量で約１５０万バレル程度の増産になる見通し。 

アジアで新型コロナウイルスの流行が拡大していることは世界的な需要回復

見通しを後退させている。マレーシアでは一日あたりの感染者数が過去最多とな

った。タイやベトナムでも感染が拡大している。～中略）。２０１５年以降、７

０－７５ドル水準が上値抵抗帯として機能している≫としたが、先週のＮＹ原油

（７月限）は、イラン核合意を巡る協議の不透明感が意識され、同国の原油輸出

の再開には時間がかかるとの見方が買いを誘った。イランは国際原子力機関（Ｉ

ＡＥＡ）の核査察受け入れの取り決めについて１ヶ月延長することで合意し、核

合意の再建協議のための時間的猶予が確保されたものの、ブリンケン米国務長官

はイランが核合意を遵守する構えがあるのか不明であると述べ、合意成立が危惧

された。核合意の再建交渉は大詰めを迎えているものの、成立をまだ確信できな

い市場参加者は多い。 

また、仮にイラン核合意の再建が成し遂げられ、イランの供給が回復するとし

ても、年後半にかけてコロナ後の景気回復が続き、石油市場は需要超過のまま推

移すると期待されている事も価格上昇の一因。ゴールドマン・サックスが新型コ

ロナウイルスのワクチン普及が進む欧米で人や物の動きが想定より速いペース

で増えており、世界の原油需要を押し上げると分析している。 

米国の制裁解除によるイランの増産は需給改善見通しを後退させるものの、コ

ロナショックを経て世界の石油需要は上向いており、供給過多に傾くとはみられ

ていない。イランが制裁前の生産量回復を目指し、日量１５０万バレル程度増産

するとしても回復する需要が吸収する見通し。米メモリアルデーはドライブシー

ズンが本格化する目処とされている。核合意が修復された後のイランの供給量拡

大が警戒されている一方、米エネルギー情報局（EIA）週間石油在庫統計で米原

油在庫が減少したことが相場を支えた。 
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東京原油（２） 

【週末のＮＹ市場】 

ＮＹ原油（８月限）は、反落した。

夏場のドライブシーズンのガソリン需

要が高まるとの期待も強い中、米コア

個人消費支出（ＰＣＥ）価格指数が大

幅な伸びを記録したことに加え、米シ

カゴ景気指数は４７年半ぶりの高水準となった。米経済活動の正常化による原油

需要の増加を見込んだ買いが先行したが、メモリアルデーを含む３連休を前に目

先の利益を確定する目的の売りに押された。 

バイデン米大統領は、２０２２会計年度（２１年１０月─２２年９月）の予算

教書を議会に提出した。インフラ投資や教育、気候変動対策などに重点を置き、

歳出額は要求ベースで６兆０１００億ドルに膨らんだ。一方、赤字額は１兆８４

００億ドルと、過去２年の水準からは縮小する見通しとなった。 

南アジアの新型コロナウイルス感染者が累計で３０００万人を突破。感染第２

波が深刻なインドでコロナワクチンが不足している。インドの人口１３億人のう

ち、ワクチン接種を完了したのはわずか３％程度と低い。 

石油輸出国機構（OPEC）とロシアなど非加盟国からなる「ＯＰＥＣプラス」は

６月１日に会合を開く。イラン核合意を巡る協議とともにＯＰＥＣプラスの会合

結果を見極めたいという向きが多く、積極的に上値を買う動きが限られた。 

ＣＦＴＣ建玉明細（5/25現在）は、４７５,４９０枚の買い越し。前週（４７

５,９４７枚の買い越し）から微減。 

 

【石油掘削リグ稼働数（米石油サービス会社ベーカー・ヒューズ）】 

米石油サービス会社ベーカー・ヒューズが２８日公表した統計によると、同日

までの１週間の国内石油・天然ガス掘削リグ稼働数は前週比２基増の４５７基。

２０２０年４月以来の高水準となった。 

石油掘削リグは３基増の３５９基、天然ガスは１基減の９８基。 
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東京原油（３） 

【ＥＩＡ米週間在庫（エネルギー情報局）】 

                           前週比 

原油    ４億８４３５万バレル     １６６万２０００バレル減少 

クッシング   ４４７６万バレル     １００万８０００バレル減少 

ガソリン  ２億３２４８万バレル     １７４万５０００バレル減少 

留出油   １億２９０８万バレル     ３０１万３０００バレル減少 

 

  

【石油連盟週報】 

石油連盟週報（１６日～２２日）によると、ガソリンの週末在庫は、前週比２．

９％増の２０８万４６６８キロリットル。灯油在庫は、同１．８％増の１５１万

８８８８キロリットル。週間原油処理量は、同６．８％減の２２３万６１９５キ

ロリットル。推定出荷量は、ガソリンが２．８％増の６７万４５５５キロリット

ル。灯油が１６．１％減の１１万７８８８キロリットル。 
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東京原油（４） 

【見通し・戦略】 

米エネルギー情報局（ＥＩＡ）月報に

よると、３月の米原油生産量は日量１１

２０万バレルとなり、前月比で１４．

３％増加。月間ベースでは、ＥＩＡに記

録が残る２００５年以来最大の増加幅

となった。３月の増加分の大半は、テキ

サス州とニューメキシコ州が占めた。テ

キサス州は前月比２６．４％増の日量４

７０万バレルと、１１カ月ぶりの高水準。

ニューメキシコ州も前月比１７．６％増

の日量１２０万バレルだった。 

５月末の米メモリアルデーから９月

初旬の米レーバーデーまでは、米国のド

ライブシーズンとなる。 

 

６月１日の石油輸出国機構（ＯＰＥ

Ｃ）プラス会合と、イラン核合意に対す

る米国の復帰を巡る協議の進展が目先

は二大焦点となる。ＯＰＥＣプラス会合

については、７・８月の生産水準を協議

すると思われるが、ロシアのノバク副首

相が２６日、現在原油の世界需給が日量１００万バレル不足しているとの見方を

示すなど牽制が入っている。 

イラン核合意の復活を巡る協議は続いており、合意復活となればイラン産原油

の禁輸が解除され、世界の原油需給が緩むとの警戒感が上値を抑えている。イラ

ン核合意が修復された後、イランは増産するとみられているものの、ＯＰＥＣプ

ラスは合意した増産を続ける見通し。先月、ＯＰＥＣプラスは５～７月にかけて

サウジアラビアの自主減産を含めて日量２００万バレル超の減産を取りやめる

ことを決定している。 
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【週間行事予定（5/31～6/4】 

（※）発表日時は日本時間 

発表日時は作成段階のものであり、予告なしに変更される場合があります。 
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【騰落率（月間・週間）】 

 



【留意事項】 

弊社が取り扱っている金融商品等にご投資いただく際には、各商品等に所定の手数料や諸

経費等をご負担いただく場合があります。また、各商品等には価格の変動等により損失を生

じる恐れがあります。商品や取引によっては、投資元本を超える損失が発生することがあり

ます。各商品等ごとに手数料等及びリスクは異なりますので、各商品等へのご投資にかかる

手数料等及びリスクについては、当該金融商品等の取引概要やリスク説明等、契約締結前交

付書面、目論見書、お客様向け資料等を十分にご確認ください。 

 

＜商号等＞ 日産証券株式会社（〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 1-38-11） 

関東財務局長（金商）第 131 号 金融商品取引業者 商品先物取引業者 

＜加入協会＞ 日本証券業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人金融先物取引業協会 

 

 

 

当資料は情報提供を目的としており、弊社取扱商品に係る売買を勧誘するものではありま

せん。内容は、正確性、完全性に万全を期してはおりますが、これを保証するものではあり

ません。また、当資料により生じた、いかなる損失・損害についても当社は責任を負いませ

ん。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願い致します。 


